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TlSing = 0.513 J
と言う結論を出しているのに対し､Lee等とま､
T KT - T l,ing = 0.510 (5)J























Ⅹ〃 ≡ (2/√27) (S〃1×S〟2+S〃2×S〃3+S〟3×S〃1)
で与えられる｡ ここで SJLiは 〟 で番号付けられた小さな三角形 (互いに最近
接である3つのスピンから成る三角形)に属するものの内､ i番目の副格子に含
まれるスピンを表す2成分ベク トルである｡カイラリティ- X は X〃 の1全て
の 〟 にわたる和である｡
きて､超有効場理論 (SEFT)によれば系を記述するハミル トニアン H､
および期待される秩序変数 Q が与えられたとき､平均場近似 (超有効場近似)
を構成する方法は次の様なものである｡ まず有効場を表す項として､






似の様に Q がもとのハミル トニアンの分割によって得られるものであることは
必ずしも必要ではない｡)実際に扱うハミル トニアンはこれにクラスターの外部
を切り捨てたもとのハミル トニアンの一部 HO を加えたものである｡即ち､
HsEFT =H8 - H.日
となる｡更に､変分パラメータ 八〟 は Bethe近似と同様のセルフ=コン
システン ト条件､
< QB> = < QL> (全ての ELe aE2について)











この時､ 亨 (n)とⅩ C(n)の
間に､
守(n) C< (xc･-ⅩC'n))-中













モンテカルロ法を用いて行った｡図 1は Q としてカイラリティーをとったとき
に得られた近似的な臨界温度である｡図の横軸はクラスターの一次元的なサイズ




M〟 = 1/3 (el･S〝1+ e2･S〟2+ e3･S〟3)
ei= (cos Oi,Sin e･.)
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